
　私がバイクに仕事として付き合うようになったのは思い起こせば1975年のことで
ある。バイクメーカーのエンジニア，開発ライダーから始まり，レーシングライダ 
ーを経て，今はバイクジャーナリストとして頑張っている。いいかげんバイクに飽
きがきても不思議ではないのにと自分でも思いながら，バイクに対する興味とバイ
クライディングへの探究心は，ますます深まっている。
　ライディングはライディングで，未だに小さな発見があって楽しくってしようが
ないし，メカニズムや理論的なことに関しても，専門書で読んだ理論と，走っての
感覚が経験を経ていくたびに継がりをもつようになり，自分の中で新しい世界を創
造していくような気がしてならないのである。
　そんな私のバイクとの関わりにおいて，以前，『ライダーのためのバイク基礎工学』
を著したが，幸いにして好評で，非常に嬉しく思っている。特に某メーカーでは，
その中で紹介した「アンチスクワット理論」に関して確認テストをしていただいたと
のこと。その反響に驚き，そこで展開した理論がかなりのところ実証されたとかで，
正直言って，胸を撫でおろしたものである。
　ただ，『バイク基礎工学』をまとめた当時は，私はまだ現役のレーシングライダーだ 
った。それまでに開発ライダーとして得たノウハウを残しておこうという気持ちが
むしろ強く，また皆さんにそれを伝える手法も，今から見ると未熟であったと思う。
　でも，私もジャーナリストとして活動するうちに，少しはそのことを考えるよう
になったし，自分の中で理論と現実のバイクの世界がより近付いたことも事実であ
る。そんなわけで，この「バイク基礎工学」を踏まえて，バイクに関しての知識をわ
かりやすく書くように努力した。さらに多くの方に読んでいただけるものになった
と自負している。
　技術的なことに興味を示すというのは、バイクを趣味として楽しんでいく上にお
いてごく自然なことだと思う。刊行にあたり、イラストレーターの村井真氏にイラ
ストを多く起こしていただいた。私の言葉で表したイメージやイメージ図を的確な
絵としてもらい、読者の理解を助けてもらうことができたことを感謝している。
　なお、本書『図説バイク工学入門』は1994年12月に初版を刊行し、長期間にわた
り多くの読者にご支持をいただいた。これを受けて本書のタイヤに関する部分に特
化してライディングとの密接な関連性をまとめた『タイヤの科学とライディングの

はじめに



極意』も2003年4月に初版を刊行している。このような経緯から『タイヤの科学と
ライディングの極意』にはタイヤの項目を中心にあえて本書と同じイラストや図版
類を使用していることをお断りしておく。
　また本書の初版刊行当時は工学単位が使われていたが、現在ではSI単位に統一さ
れている。ただ、メートル法に基づく工学単位の方が一般にはなじみがいいのも事
実なので、あえてそのままにした。換算表を掲載したので参考にしていただきたい。

和歌山 利弘
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